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                    事業所名 (特非)発達支援ネットワークつむぎ つむぎ高梁 

 チェック項目 はい 
どちらとも 

いえない 
いいえ 

工夫している点 

課題や改善すべき点 
改善目標、手立て 

環
境
・
体
制
整
備 

1
 

利用定員が指導訓練室等スペ

ースとの関係で適切であるか 

1 2  

状況に合わせて適切な関係にする 
配慮は意識できている。 
①放デイ、幼児共に人数が増え為 
狭く感じる状況がある。 
 

①利用が増えたため再構造化 
し、プレイエリアを２つにし 
ました。 
ハード面をすぐに確保するこ
とは難しい状況です。利用人数
などの調整をさせてもらいな
がら安全の確保もしていきた
いと思います。 

2 

職員の配置数は適切であるか 

2 1  

児 2 名に対し 1 名の配置ができる
ように配慮している。 
①利用人数多くなると、配置があ
ってもイレギュラーが起こると難
しい時がある。 

①スタッフ数は限られていま
すし、ハード面との兼ね合いも
あります。危険回避のため、利
用児の人数の調整をさせてい 
ただく場合も出てきます。 

3 

生活空間は、本人にわかりやす

く構造化された環境になって

いる。また、障害の特性に応じ、

事業所の設備等は、バリアフリ

ー化や情報伝達等への配慮が

適切になされているか 

1 2  

場所での構造化ができている 
仕切りの高さも配慮をしている。 
机の配置なども広さの範囲を確保 
できるようにしている。 
①構造化が足りてない部分、写真 
カードなどもある。 
②角度や状況によっては死角がで 
きることもあり。スタッフの意識 
強化が必要な場合もある 

①今後も必要なものを付け足 
していくことは必要になりま 
す。 
②スタッフの意識を高めるた 
め、プレイエリアに「気をつけ 
るポイント表」を掲示するよう 
にしています。 

4 

生活空間は、清潔で、心地よく

過ごせる環境になっている。ま

た、子ども達の活動に合わせた

空間となっているか 

1 2  

定期的に玩具の入れ替えができて 
いる。 
①棚に埃が残っていることや掃除 
機が残っていることがある。 
②活動内容や時間帯によっては少 
し手狭と感じることもある。 

①安全美化チェックにて毎月 

の確認と掃除をしています。ま 

た、毎日の片づけは徹底をして 

いきます。 

②1、2 と同様です。 

業
務
改
善 

5 

業務改善を進めるためのＰＤ

ＣＡサイクル（目標設定と振り

返り）に、広く職員が参画して

いるか 

3   

職員全体で情報を共有するツール 
がある。 
必要な情報の共有、改善の為の知 
等実施できているように感じる。 
①正規職員以外でも、自主的に 
様々な点での気づきが出せる環境 
作りの必要性は感じる。 

①各スタッフがそれぞれの立 
場や視点から色々な気付きを 
発信してくれることがありま 
す。また、別に聞く、定期面談 
などで聞き取りをしています。 

6 

保護者等向け評価表により、保

護者等に対して事業所の評価

を実施するとともに、保護者等

の意向等を把握し、業務改善に

つなげているか 
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 今年度初取り組みとなってい 
ます。 
スタッフの気づきと共通して 
いることも件もあり、その都 
度改善するようにしています。 
 

7 

事業所向け自己評価表及び保

護者向け評価表の結果を踏ま

え、事業所として自己評価を行

うとともに、その結果による支

援の質の評価及び改善の内容

を、事業所の会報やホームペー

 3  

 今年度初めての取り組みとな
っており、今回公表させていた
だいています。 
 

児童発達支援 事業者向け自己評価結果表 
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ジ等で公開しているか 

8 

第三者による外部評価を行い、

評価結果を業務改善につなげ

ているか 

 1 2 

外部評価は行っていない  

9 

職員の資質の向上を行うため

に、研修の機会を確保している

か 

2 １  

1か月に1回の研修を行っている。 
外部研修を受けた職員が、事業所 
内で研修発表を実施し、周知して 
情報を共有できる機会を設けてお 
り十分に感じる。また、アウトプ 
ットする機会にもなる為学びも深 
めやすいと感じられる。 
①知識、技能としてさらなる確保 
も必要と感じる 

保護者から専門性を求められ 
ていることが多いです。自己啓 
発活動は今後も継続していき 
ます。また、こういった情報を
オープンにしていきたいと思
います。   
①スタッフからの希望研修も 
積極的に参加を可能にしてい 
きたいです。 
 
 

適
切
な
支
援
の
提
供 

10 

アセスメントを適切に行い、子

どもと保護者のニーズや課題

を客観的に分析した上で、児童

発達支援計画を作成している

か 

2 １  

通所支援計画の書式内に、保護者
の思い・アセスメントの評価を合
わせて確認できるようにしてお
り、保護者説明時、アセスメント
した内容を思いと関連付け説明を
実施している。 
①アセスメントに職員の技術差は
ある。 
 

①チームリーダーやスタッフ
リーダーのもと、レクチャーし
ながらアセスメントを実施し
ています。客観的評価の為、人
によってばらつきが出ないよ
う、マニュアルも作成し、工夫
をしています。経験の浅いスタ
ッフに関しては、アセスメント
場の積み重ねが必要になりま
す。 

11 

子どもの適応行動の状況を図

るために、標準化されたアセス

メントツールを使用している

か 

3   

アセスメントツールは標準化され 
たものを使用している 

太田ステージ、心の理論、乳幼
児ＫＩＤＳ、人との関わりﾚﾍﾞﾙ
ｼｰﾄを活用しています。 

12 

児童発達支援計画には、児童発

達支援ガイドラインの「児童発

達支援の提供すべき支援」の

「発達支援（本人支援及び移行

支援）」、「家族支援」、「地域支

援」で示す支援内容から子ども

の支援に必要な項目が適切に

選択され、その上で、具体的な

支援内容が設定されているか 

1 2  

①ガイドラインに概ね沿っている
が、健康面の気付きや療育内容に
ついて更なる支援も必要と感じる 

ガイドラインの再周知を行い、
大事なポイントを共通理解で
きるようにしておきたいです。 

13 

児童発達支援計画に沿った支援が

行われているか 
3   

計画に沿った支援は必須であり、
徹底しています。 

 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

14 

活動プログラムの立案をチー

ムで行っているか 

1 2  

運営者レベルが順番に行ってい 
る。 
状況に合わせて柔軟に変化可能の 
スキルを持ち合わせている。 
相談して個別化できている 
基本的には、児童発達支援責任が 
年間計画として週案、月案の内容 
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を構成している。 

15 

活動プログラムが固定化しな

いよう工夫しているか 
3   

年間で計画的にねらいをもって活 
動を構成している。利用児が飽き 
ないよう内容のサイクルも意識し 
て構成できている。 

固定化＝「継続的な取り組みに
よりスキル定着をさせる」とい
う意味では固定化を大事にし
ていきます。ただし内容自体は
ねらいによってだんだんと発
展していくものと考えます。 

16 

子どもの状況に応じて、個別活

動と集団活動を敵宜組み合わ

せて児童発達支援計画を作成

しているか 

3   

療育の軸として個別活動、小集団
活動は必ず実施している。 

つむぎは個別活動、集団活動 
を療育軸としている。今後も 
継続的に取り組んでいきます。 

17 

支援開始前には職員間で必ず

打合せをし、その日行われる支

援の内容や役割分担について

確認しているか 
 

3 

 
 

気になったことは直接聞くことや 
周知事項の確認は行っている。必 
要な打ち合わせは、随時行ってい 
る。 
運営の流れ、担当等は、書面に確 
認できる環境を整えている。 
打ち合わせを全体では実施してい 
ないが情報共有ツールを活用し一 
斉的及び個人発信している。 

運営者が、必要なことは全体 
的にまたは、個別的に発信し 
ています。現場で即座に必要な 
コミュニケーションもとれて 
います。 

18 

支援終了後には、職員間で必ず

打合せをし、その日行われた支

援の振り返りを行い、気付いた

点等を共有しているか 

 3  

気になったことは直接聞くことや 

周知事項の確認は行っている。必 

要な打ち合わせは、随時行ってい 
る。チームリーダーとの振り返り 
も実施する場合がある。 

 

19 

日々の支援に関して記録をと

ることを徹底し、支援の検証・

改善につなげているか 
2 １  

記録は取れている。連絡帳として 

も活用している。 

気付きに関しては、情報の発信か 

ら改善方法の検討へつなげる流が 

作られており、周知もスムーズで 

きる体制にある。 

 

20 

定期的にモニタリングを行い、

児童発達支援計画の見直しの

必要性を判断しているか 

3   

現在、アセスメント 1 か月半程度 

それ以降は半年ごとに見直すこと 

を徹底しています。 

今後も同様です。 

 

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

21 

障害児相談支援事業所のサー

ビス担当者会議にその子ども

の状況に精通した最もふさわ

しい者が参画しているか 

2 １  

担当者が必ずしも入っていないが

日頃利用児を支援しているスタッ

フが参加している。 

関わりのあるスタッフが参加

していくようにしています。今

後も同様です。 

22 

母子保健や子ども・子育て支援

等の関係者や関係機関と連携

した支援を行っているか 3   

保健師、こども未来課、教育委会 

などとのつながりがある。保健師 

は見学にほぼ同行してくる。 

スクラム会議に医療機関が参加す 

る場合もある。 

高梁市としての体制もあるた 

め、引き続き連携をとってい 

ける状況です。 

23 

（医療的ケアが必要な子ども

や重症心身障害のある子ども
   

該当児なし  
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等を支援している場合）地域の

保健、医療、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携した

支援を行っているか 

24 

（医療的ケアが必要な子ども

や重症心身障害のある子ども

等を支援している場合）子ども

の主治医や協力医療機関等と

連絡体制を整えているか 

   

該当児なし  

25 

移行支援として、保育所や認定

こども園、幼稚園、特別支援学

校（幼稚部）等との間で、支援

内容等の情報共有と相互理解

を図っているか 

3   

保護者のご希望により実施しま

す。 

これまで幼児期に療育を終了

して園のみに通われたお子さ

んはおられません。 

26 

移行支援として、小学校や特別

支援学校（小学部）との間で、

支援内容等の情報共有と相互

理解を図っているか 

2 1  

保護者の同意により、2～3 月に必 

ず実施している。 

移行支援シートを今後も保護 

者スタッフで作成し共通理解 

のもと移行会議に参加してい 

きます。 

27 

他の児童発達支援センターや

児童発達支援事業所、発達障害

者支援センター等の専門機関

と連携し、助言や研修を受けて

いるか 

 3  

スクラム会議などで他事業所と一 

緒になること、他事業所からの見 

学もあるが助言、研修までは至っ 

ていない。 

今年でも他法人や保育園関係 

などから見学をしていただい 

ています。助言というよりは、 

統一的な支援のための共通理

解を目的としています。 

28 

保育所や認定こども園、幼稚園

等との交流や、障害のない子ど

もと活動する機会があるか 

  3 

他園との交流はない。  

29 

（自立支援）協議会子ども部会

や地域の子ども・子育て会議等

へ積極的に参加しているか 
3   

高梁市自立支援協議会児童部会に

在籍。イベントでの役割、活動参

加あり。 

保護者にもイベント等の情報

を通信などで伝えて参加して

もらうよう声かけはしていま

す。 

30 

日頃から子どもの状況を保護

者と伝え合い、子どもの発達の

状況や課題について共通理解

を持っているか 
1 2  

療育の情報はお迎え時に伝えてい 

る。ケースによっては、共通理解 

までは難しい。 

お迎えが祖父母の場合、課題より 

は、様子を伝えるようにしている。 

 

お迎え時、送り時などに必ず 

子どもの様子をお伝えしてい 

ます。相談が必要と判断される 

ような案件に関しては事業所 

内相談を提案しています。 

31 

保護者の対応力の向上を図る

観点から、保護者に対して家族

支援プログラム（ペアレント・

トレーニング等）の支援を行っ

3   

ペアレントトレーニングを上半期

に実施。保護者向け学習会を 2 か

月に 1 回実施。 

次年度も取り組みを実施予定 

としています。 
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ているか 

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等 

32 

運営規程、利用者負担等につい

て丁寧な説明を行っているか 
 3  

1 時間程度の説明を行っている 契約時に説明しており、必要な

説明は今後も付け加えていく。 

33 

児童発達支援ガイドラインの

「児童発達支援の提供すべき

支援」のねらい及び支援内容

と、これに基づき作成された

「児童発達支援計画」を示しな

がら支援内容の説明を行い、保

護者から児童発達支援計画の

同意を得ているか 

2 1  

  

34 

定期的に保護者からの子育て

の悩み等に対する相談に適切

に応じ、必要な助言と支援を行

っているか 

3   

事業所内相談の情報も提供し、必 

要に応じて希望がある時には実 

施。 

 

今後もご相談事がある場合 

は、お知らせください。 

 

35 

父母の会の活動を支援し、保護

者会等を開催する等により、保

護者同士の連携を支援してい

るか 

2 1  

親の会ハッピーサークルの事務局 

をしている。 

 

36 

子どもや保護者からの相談や

申入れについて、対応の体制を

整備するとともに、子どもや保

護者に周知し、相談や申入れが

あった場合に迅速かつ適切に

対応しているか 

3   

事業所内相談体制を整えており、

受付者から相談対応者へ即座に情

報が行くシートがある。 

今後もご相談事がある場合は、

お知らせください。 

37 

定期的に会報等を発行し、活動

概要や行事予定、連絡体制等の

情報を子どもや保護者に対し

て発信しているか 

3   

担当制で、週に 1 回通信を発行し、 

情報発信を行っている。 

その他は facebook や通信号外。 

今後も必要に応じて発信をし 

ています。保護者の方がイメー 

ジしやすいよう内容を工夫し 

ていきたいです。 

38 

個人情報の取扱いに十分注意

しているか 

2 1  

注意している。但し、構造化上、 

玄関先の靴箱に名前を貼ってい

る。 

ホームページ、通信に載せる写真

の配慮は実施。 

外部に漏らさない工夫はして 

います。書類管理は鍵つきロッ 

カーに入れる。写真などは保 

護者の了承を得ています。構造 

化上必要な写真は利用させて 

もらっています。 

39 

障害のある子どもや保護者と

の意思の疎通や情報伝達のた

めの配慮をしているか 

2 1  
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40 

事業所の行事に地域住民を招

待する等地域に開かれた事業

運営を図っているか 

 2 1 

立ち上げ当初内覧会実施。     

必要に応じて見学は可能である

が、招待は行っていない。 

ボランティアや実習生の受け入れ

は実施している。 

行事等の実施がないため、地 

域住民を招くようなことはし 

ていません。講演会などの案内 

は出していけたらと思います。       

ボランティアや実習生の受け 

入れは、利用保護者の了承を得 

て受け入れています。 

非
常
時
等
の
対
応 

41 

緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュア

ル等を策定し、職員や保護者に

周知するとともに、発生を想定

した訓練を実施しているか 

 3  

各種マニュアルがあり実施。 

防犯は作成中。 

①想定訓練は行っていない 

マニュアルを保護者にオープ 

ンにはしていません。防犯は現 

在作成中です。感染は汚物処理 

など部分的にはあります。説明 

ができるように整えていきた 

いと思います 

42 

非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出その他必要な訓練

を行っているか 

1 2  

年 2 回実施している。 1 回目は夏に実施しました。 

次回はＨ31．1 月予定です。 

43 

事前に、服薬や予防接種、てん

かん発作等の子どもの状況を

確認しているか 
2 1  

てんかんは必ず確認している。 

予防接種歴まではなし。 

投薬をしている場合は、保護者か 

のお薬手帳等のデーターも提供し 

てもらっている。状況の確認が遅 

れていることもある 

てんかんは詳細を保護者に記 

入してもらうようにしていま 

す。 

44 

食物アレルギーのある子ども

について、医師の指示書に基づ

く対応がされているか 
2 1  

アレルギーがある場合は、外注弁 

当の提供なし。おやつに関しては 

保護者の了承を得たものを食べる 

ようにしている。 

アレルギー表やおやつ棚に一

覧表を掲示し、手違いがないよ

うに徹底しています。 

45 

ヒヤリハット事例集を作成し

て事業所内で共有しているか 
2 1  

積極的に活用している。  

46 

虐待を防止するため、職員の研

修機会を確保する等、適切な対

応をしているか 

1 2  年 1 回は行っている。 

スタッフ研修の中で実施して

います。 

47 

どのような場合にやむを得ず

身体拘束を行うかについて、組

織的に決定し、子どもや保護者

に事前に十分に説明し了解を

得た上で、児童発達支援計画に

記載しているか 

 3  

重要事項説明書には含まれている 

が、①通所支援計画にはのってい 

ない。 

こういった状況が予測される 

と判断した場合は、保護者への 

説明のもと、該当の方に関して 

は計画書に記入させただきま 

す。 

  (特非) 発達支援ネットワークつむぎ H30．9.1～ 

 


